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（2018年３月31日受理）

Ⅰ．小学校におけるICTによる音楽科教育の

研究

１．音楽教育におけるコンピュータの利用について

―範奏活動を支援するシステムの開発―

　岸誠一は岡山市立馬屋上小学校に在籍していた1990年

２月３日日本教育工学会において「音楽教育におけるコ

ンピュータの利用について―範奏活動を支援するシステ

ムの開発―」１）で次のように述べている。

　音楽教育に関するアンケート調査を岡山市内および周

辺の小学校教師を対象に実施した。その結果，実際に音

楽を教えている男性教師のの約７割は，ピアノ等の演奏
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技能が不十分なために歌唱指導の伴奏や合奏指導の範奏

などをCDやテープ等に頼っていることが分かった。しか

し，こういった教師がテープ等に入っていない課題曲を

指導したり，合奏指導において児童が希望するパートの

部分だけ抽出して範奏したりする場合には，指導上かな

り困難があるものと予想される。このようなことから，

ピアノ等の演奏技能が不十分な教師を支援するための，

いわゆる「楽譜の情報を音に変換するシステム」が小学

校の音楽教育現場では，強く待ち望まれている。

　そのような状況のもとで，筆者は，MIDI規格のシンセ

サイザーがコンピュータによって制御することで自動演

奏が可能であるということに注目し，コンピュータを小
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要　　　　　旨

　学習指導要領にコンピュータという語が登場するのは，1989年（施行は1993年４月）の中学校技術・家庭科である。

中学校音楽科に登場するのは，1998年の第３指導計画の作成と内容の取扱い２第２の内容の指導については，次の事項

に配慮するものとする。の中の(11)　各学年の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，「適宜，自然音や環境

音などについても取り扱うとともに，コンピュ－タや教育機器の活用も工夫すること」であった。

　小学校音楽科に至っては 2017年３月公示のものの中第３指導計画の作成と内容の取扱い２の第２の内容の取扱いに

ついては，次の事項に配慮するものとする。（１）各学年の「Ａ表現」「Ｂ鑑賞」の指導に当たっては，次のとおり取り

扱うこと。の中のウの項に「児童が様々な感覚を働かせて音楽への理解を深めたり,主体的に学習に取り組んだりする

ことができるようにするため,コンピュータや教育機器を効果的に活用できるよう指導を工夫すること」と記されてい

る。学習指導要領・中学校の技術・家庭科にコンピュータという語が登場して以来実に29年を経過して小学校の学習指

導要領音楽科に表記された。

　本研究においては筆者が1993年９月から1994年３月にかけて岡山大学教育学部附属中学校において行った研究につい

て考察した。
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学校の音楽の合奏指導に活用することを試みた。このシ

ステムを用いることで，ピアノ等楽器の演奏が苦手な教

師でも合奏指導を行うことができるようになった。

２．音楽の創作活動におけるパソコンの活用

　岸誠一は岡山市立吉備上小学校に在籍していた1995年

１月21日日本教育工学会において「音楽の創作活動にお

けるパソコンの活用」２）で次のように述べている。　

　パソコンを小学校音楽の創作（作曲）活動を支援する

道具として活用した。その結果，今まで楽器の演奏技能

などが未熟なため，創作活動が十分できなかった児童も

意欲的に学習することができた。音楽の能力テストとパ

ソコン利用によるによる創作活動についての意識調査を

実施した。この結果，音楽の能力と創作活動についての

意識の質問項目の一部の間に相関が認められるものが

あった。また土師範子氏は，和太鼓の万能性３）につい

て考察した。これらを基に音楽の創作活動におけるパソ

コン活用の在り方について考察した。

Ⅱ．中学校におけるICTによる音楽科教育の

研究

１．作曲ソフトを活用した創作学習

　筆者は1993年９月から1994年３月にかけて岡山大学教

育学部附属中学校において標記の研究を行った。

１）研究主題設定の理由

　下記①から③により，音楽学習そのものが自己評価に

基盤を置いているという視点のもと，作曲ソフトを活用

した創作学習を通して「音楽により高い価値を求めよう

とする生徒を育てる指導法の研究」に取り組むこととし

た。

①個人の創作活動における全過程のどの部分をとってみ

ても，当該生徒にとっては自己評価の連続である。生徒

個人の創作は，教師，友人，他作品からアドバイスや影

響を受けることがあったとしても，結局は自力で取り組

むよりほかにない活動である。生徒が自分の作品を創り

上げていく過程であっても，あるいは結果としての作品

そのものであっても，自分が創り出したものを他人に問

いたい以上に自分に問いたいものである。自己評価する

ことで自分と自分の音楽世界を考えたり，自分の持って

いる音楽世界を拡大，深化することが可能となる。

②人が音楽と関わる効果は全て価値をともなっており，

その「価値を感ずる」ということが即ち，音楽と関わる

ことである。「価値を感ずる」とは“価値を与える自己”

の表現や鑑賞という行為の結果としての音楽を“価値を

受け取る自己”が受容することである。“価値を受け取

る自己”の向上によって“価値を与える自己”が向上す

るのであり，このことからも自己評価は音楽学習の根源

的な営みとならなければならない。

③この度は，作曲ソフトを活用した二部形式による音楽

作品の創作である。従来，音楽科における創作学習は，

リコーダー，オルガン，ピアノ等の楽器を使用して行わ

れていた。こうした方法では，楽器演奏技能を持ち得な

い生徒は，創作するにも創作した作品を発表するにもた

いへん苦労をしていた。これに対して，作曲ソフトを活

用した創作は，自分で創作した作品を演奏技能の有無に

関わらずどの生徒も，即，音（音楽，楽曲）としてモニ

ター，フィードバックすることが可能なので，創作作品

を修正，吟味，再構築，評価することが極めて容易となる。

２）研究目標

　作曲ソフトを活用した創作学習において，自分の音楽

作品により高い価値を求めようとする生徒を育てる指導

法の研究をする。

３）研究仮説

　生徒に構成要素に着目させて，自己の創作作品をより

よいものへと追求する過程に，学習課題に自力で挑戦さ

せた後，学習の成果や過程を自己評価させ，それを発表

させる活動を取り入れることは，生徒に自己の学習を

はっきりと意識化させることとなり，自ら音楽により高

い価値を求めようとする生徒の育成に有効である。

４）研究計画

①　研究の対象

　岡山大学教育学部附属中学校第１学年生徒200名

②　研究の領域

　創作学習（メロディーを創作し，それに作品ソフトを
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活用してコードネームによる自動伴奏を付け，作品発表

を行う）

③　研究の日程

　1993年９月から1994年３月まで

９月　事前調査（音楽学習における生徒徒の好みの活動

に関して，音楽学習における自己評価の能力・態

度・習慣に関して）

10月～11月　授業実施（記述式による自己評価）

12月　事後調査（創作学習における知識・技能の習得に

関して，音楽学習における自己評価の能力・態度・

習慣に関して）

９月～２月　事前・事後調査集計，分析

３月　研究のまとめ

④　検証について

　「創作学習における知識・技能の習得に関して」の能

力調査を事前・事後に実施，知識・技能の伸びを考察す

る。また，「創作学習における知識・技能の習得に関して」

の事前の能力調査から男女各上位・下位の４グループに

分け，それを軸に「音楽学習における自己評価の能力・

態度・習慣に関して」の事前から事後調査への自己評価

能力の伸びを検証・考察する。なお，軸を自己教育力指

導検査の結果からも考察する。

⑤　授業の実施

第１次　楽譜入力の方法について学ぶ　　　　　４時間

第２次　音符・休符について学ぶ　　　　　　　１時間

第３次　代表的な二部形式について学ぶ　　　　１時間

第４次　コードネームについて学ぶ　　　　　　１時間

第５次　自分の表現イメージをまとめる　　　　１時間

第６次　オリジナル作品を創り発表する　　　　１時間

第７次　作品を練り直し，再度作品発表をする　１時間

５）研究の経過

－作品ソフトを活用した創作学習の展開－

①　授業の実施

ア．楽譜入力の方法について学ぶ

　今回の学習で活用する作曲ソフトは，『ミュージック

プロ98（ミュージカルプラン社）』である。下図に示し

たようなアイコンを見ながら，主にマウス操作により楽

譜入力を行うものである。

図１　　ミュージックプロ98のアイコン画面

　まず，コンピュータ操作に慣れさせようと起動，入力

画面設定，楽譜入力，保存（SAVE），終了，再起動，呼

出（LOAD）等を繰り返した。アイコン画面には，入力に

必要な音楽記号やソフト操作に必要な音楽記号や等が並

んでおり，プルダウン方式により生徒たちは使用方法を

マスターしていった。操作に慣れない段階では，たくさ

んの音符を入力し保存（SAVE）したつもりが，いざ呼出

（LOAD）してみるとできなくてたいへんに悔しい思いを

した生徒もかなり見受けられた。しばらくすると入力作

業にも慣れ，入力はスムーズに行えるようになった。

　入力練習に使用したのは，バッハの「二声のインヴェ

ンション」より１のハ長調，モーツアルトの「アレグロ

ハ長調K.V.6」，ピアノ譜によるポピュラー曲として「世

界でいちばん熱い夏」，「Diamonds」の４曲。生徒は入力

してはモニターし，楽しみながら入力のミスを修正して

いった。

　入力を始めて３時間目からは，コードネームを入力し，

演奏時に自動伴奏を付けるを学習し，その実習を開始し

た。はじめの２時間くらいは生徒たちからの質問が多

かったが，しばらくすると全員がこのやり方をマスター

したようだった。このコードネーム付き自動伴奏が今回

の創作学習には大きく関与していると思われる。

イ．音符・休符について学ぶ

　音の長さを理解させようと供田武嘉津著『新版　学生

の音楽通論』を使い，音符や休符について学習し，演習

を行った。生徒たちにとってこの学習はたいへんであっ

た。紙に書かれた楽譜は音が出ないからだ。

ウ．代表的な二部形式について学ぶ

　この学習についても供田武嘉津著『新版　学生の音楽

通論』を利用した。生徒たちには，動機，小楽節，大楽
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節，一部形式，二部形式について学ばせた後，教育芸術

社の『中学生の音楽１』の中の楽曲“主人は冷たい土の

中に”を分析することで二部形式についての理解を深め

させた。

エ．コードネームについて学ぶ

　この学習には生徒たちの音楽の教科書，教育芸術社の

『中学生の音楽１』を使って行った後，ペーパー上で練

習問題（コードネームを考える）をした後，作曲ソフト

を活用させて確認作業を行わせた。この学習は，考えた

ことが耳に聴こえる音（音楽）となってくるので，生徒

たちは楽しみの中で行っていた。学習したコードはＣ，

Ｆ，Ｇ，Ｇ７である。後の創作学習においてもハ長調と限っ

てみたのでコードに関しては最低限度の学習に留めてお

いた。　　　.

オ．自分の表現イメージをまとめる

　いよいよここから二部形式のオリジナル作品創りにと

りかかる。次のような『私の表現カード　No.1』に依った。

楽譜１-１　『私の表現カード　No.1』による曲のデザイン

楽譜１-２　『私の表現カード　No.1』による曲のデザイン

　まず，創りたい作品のイメージを言葉で標記させてみ

た。男子生徒はなかなかイメージがわかないようだ（創

りたい主題自体が頭の中で音としてイメージできないの

かも知れない）。女子生徒は多くがイメージを言葉で表

記する。次に自分のイメージに合わせて，具体的にまと

めさせる。拍子を４分の４拍子として主題の基本リズム

を考えさせて表記させた。拍子は４分の４拍子であるが，

生徒の中には不完全な表記も見受けられた。これは，主

題となる最初の楽節や二部形式の作品表記についても同

様であった。しかし，これはコンピュータを使ってリズ

ムや音を聴きながら自己の作品を修正しているレベルで

はないので，コンピュータに作品を入力し曲づくりを進

めていく過程で本人や友人の指摘で本人が間違いに気づ

き修正するまで待つことにした。

カ．オリジナル作品を創り発表する

　さて，『私の表現カード　No.1』に従って各生徒は曲

のデザインを行った。次は，作曲ソフトを活用して自分
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の作品を入力し，それを聴きながら作曲に加筆・修正を

していく段階である。この段階が生徒たちにとってい

ちばんわくわくする楽しいときである。創作したメロ

ディーを何度も聴き返し，よいメロディーにしていこう

とする。また，メロディーをどのような楽器（音色）で

演奏させようかとつぎつぎと楽器を呼び出しては演奏し

てみて楽器を替えていく。考えたコードは果たしてよ

かったのか？このコードを確かめるときは不安なときで

もあり，また逆に考えていたものが合っていれば喜びの

ときでもある。うまくいって得意げに隣の生徒に聴かせ

ている生徒もいれば，友達の助けを借りて修正に四苦八

苦している生徒もある。しかし，今回のコンピュータ活

用による創作の第一の利点は，演奏技能（技術）をほと

んど持ち得ない生徒でも作品の修正を自力で行うことが

できることである。入力は生徒が主にマウスを使って行

うが，演奏は自動である。

　学習指導要領では，中学１年生の創作に関わる表現活

動を通して次の事項を指導するとなっている。「短い歌

詞に節づけしたり，楽器のための簡単な旋律を創って，

声や楽器で表現すること」これは，ある程度の表現力（声

楽，楽器演奏技能）を前提としているので，自分の演奏

技能を遥かに越える作品を創った場合，自分で試奏する

のが困難である。この点，コンピュータを活用すれば演

奏技能を考慮しないで創作を存分に行うことができる。

　創作活動は全過程のどの部分をとってみても，その生

徒にとっては自己評価の連続である。ハ長調，４分の４

拍子，コードはＣ，Ｆ，Ｇ，Ｇ７，二部形式で小節数は16

と制約はあるものの，リズムやメロディーの組み合わせ

は無数である。個々の生徒が自己に内在する音楽を表出

させては，コンピュータに入力，モニターを繰り返しな

がら修正し，形を整えていく。どの生徒もその生徒の持

てる音楽的内容からさらに高いものを目指そうとする。

「音楽科の自己評価は，学習者と音楽との関わり方を示

す情報である。学習者が自分自身をどう見，どう感じて

いるかだけでなく，学習者自身がどう音楽と関わってい

るか，学習者が学習者が自分と音楽との関わりをどう見

ているのかを表しているのである。このことは，自己評

価によってしか知ることのできない生徒の内面の姿であ

る」この授業では，生徒自身が学習の目標を明確に持つ

こと，現在の学習過程を意識すること，目標に照らして

現在の学習状況を捉え，次の学習行動を考えるというこ

と等の自己評価を即ち学習活動と捉えたい。

②　指導案の例

　次は計画第６時の第３時の本時案である。

図２　計画第６次の第３時の本時案

③　私の表現カード

図３-１　　私の表現カード　N.2　　生徒２
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図３-２　　私の表現カード　N.2　　生徒３

　作品発表の段階において，楽曲構成要素に着目して自

分の作品を検討したり，自己の創作過程を振り返ったり

することが自己に内在する音楽と対話することである。

自己評価することで自己に内在する音楽と対話する力を

高めている。

④　生徒の仕上げた作曲作品

楽譜２-１　生徒の仕上げた作曲　生徒２

楽譜２-２　生徒の仕上げた作曲　生徒３

６）結果と考察

①　アンケートⅡ（創作学習における知識・技能の習得

に関して）

　この能力調査を創作学習の前・後実施し，知識・技能

の伸びを考察する。

表１　　音楽科アンケートⅡ

　アンケートをとった人数は男子34名，女子38名（２ク

ラス分）である。各問とも５段階で回答を求めた。５と

回答した生徒には５点を与え集計した。男女とも合計得

点により２グループにアンケート分けた。男子上位群（17

名），男子下位群（17名），女子上位群（19名），女子下

位群（19名）である。この４グループは，アンケートⅢ

（音楽学習における自己評価の能力・態度・習慣に関して）

の自己評価に関わる因子の学習前から学習後への伸びを

みる軸にも使用した。
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表２　音楽科アンケートⅡの学習前・後の比較

〔①～⑬は調査問題番号，Ｇは技能，前後の数字は各グルー

プ（男子上位群17名，男子下位群17名，女子上位群19名・

女子下位群19名）の５段階回答における平均値を，率の数

字は学習前から学習後への知識・技能の習得の伸び率を表

す〕

　アンケートⅡの①②③④⑤⑥⑦⑫⑬は創作の基礎とな

る知識・理解事項である。学習後にこれらについては４

群とも伸びている。特に男子下位群，女子下位群の伸び

が顕著である。⑧⑨⑩⑪は技能に関することである。こ

の４項目については，学習前から学習後への伸びはごく

僅かである。音楽科における技能面の伸長には個人のや

る気と根気（時間）を必要とする。今回の創作でこの点

を大きくカバーしているのがコンピュータを活用した自

動演奏機能である。創作作品を演奏能力の持ち合わせい

かんに関わらず，いとも簡単に発表させてしまえるから

である。作品を創る過程のみならず，発表の段階でもコ

ンピュータが生徒を大いに支援している。

②　アンケートⅢ（音楽学習における能力・態度・習慣

に関して）

　このアンケートでは音楽学習における自己評価能力の

各因子を抽出し，学習前から学習後においてそれら能力

がどの程度伸びているかを検証し，考察を加える。

　音楽学習における自己評価の能力・態度を抽出するた

めに，これらの諸過程に対応させて作成したアンケート

を実施し，因子分析を行った。上がその結果である。共

通性の因子を除き４個の因子が抽出された。⑬⑳より抽

出されたものを【因子1・向上意識】，⑨⑩⑯より抽出さ

れたものを【因子2・基準認定能力】，⑦⑧㉑より抽出さ

れたものを【因子3・自己分析能力】，⑤⑪より抽出され

たものを【因子4・評価能力】と名付け，これら自己評

価の能力・態度にかかる4因子に対する意識が4群（男子

上位群，男子下位群，女子上位群，女子下位群）におい

て学習前から学習後へとどのように伸長していくかを考

察した。

表４　因子負荷行列

表３　音楽科アンケートⅢ
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ア．創作学習における知識・技能の習得に関しての調査

より生徒自身の評価を軸とした音楽学習における自己

評価の能力・態度の伸長

得点の上限は.5.0　有意水準 0.1：＊＊＊　１％：＊＊

５％：＊

表５　創作学習における知識・技能の習得に関しての調査よ

り生徒自身の評価を軸とした音楽学習における自己評価

の能力・態度の伸長

イ．自己教育力指導検査の学習領域の得点結果を軸とし

た音楽学習における自己評価の能力・態度の伸長

表６　自己教育力指導検査の学習領域の得点結果を軸とした

音楽学習における自己評価の能力・態度の伸長

　【向上意識】に関しては，4群とも学習前から学習後へ

の伸長はみられなかった。【基準設定能力】に関しては，

男子下位群に伸長がみられた。男子上位群に平均値の上

昇が見受けられたが，t検定を行ってみると有意差をもっ

て伸長しているとは言えなかった。【自己分析能力】に

関しては，男子下位群に有意差ありで伸長がみられた。

【評価能力】に関しては，男子上位群，男子下位群に有

意差ありで伸長がみられた。
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